
（1）第1555号 日 医 ニ ュ ー ス 〔昭和42年3月4日第3種郵便物認可〕令和8年8月5日

１．�ベースアップ評価料を届け出た医療機関は、�
以下の実績を令和８年８月に地方厚生（支）局長に報告します。

〇令和８年３月以前から算定している医療機関（以下の２種類の報告書が必要です）
・令和７年度の「賃金改善実績報告書」
・令和８年６月以降の「賃金改善中間報告書」

〇令和８年４月以降に初めて算定した医療機関（以下の１種類の報告書が必要です）
・令和８年６月以降の「賃金改善中間報告書」

２．�令和７年度の「賃金改善実績報告書」の作成方法
①厚生労働省のホームページから令和７年度算定分の「賃金改善実績報告書」の様式（Excelファイル）をダウンロードします。
〔※令和７年度算定分の報告であるため、改定前の旧様式（令和７年８月報告分と同じもの）を使用〕
②以下の項目等を事前に調べた上で作成します。
・�令和７年度においてベースアップ評価料を算定した期間（ ＝賃金改善を実施した期間）
・�令和７年度におけるベースアップ評価料の算定金額の総額
・�令和７年度のベースアップ評価料の算定開始月（１カ月分）における対象職員の人数、賃金改善後の基本給等総額、賃上げ
実績額（総額）

３．令和８年６月以降の「賃金改善中間報告書」の作成方法
①厚労省のホームページから令和８・９年度算定分の「賃金改善中間報告書」の様式（Excelファイル）をダウンロードします。
〔※令和８年度算定分の報告であるため、改定後の新様式を使用〕
②以下の項目等を事前に調べた上で作成します。
・令和８年６月以降のベースアップ評価料の算定金額の総額
・対象職員の人数、賃金改善前＊と賃金改善後の基本給等総額、賞与の支給月数
　＊�賃金改善前とは、賃上げ開始月が「令和8年4月・5月の場合」は令和8年3月を、「令和8年6月・7月の場合」は令和8年5月を指します。

（※旧様式とは異なり、職種ごとに入力が必要となりますので、ご注意ください）

４．提出方法
〇�メールでの提出が基本となります。医療機関の所在する都道府県の提出先メールアドレスは、下掲の厚労省ホームページ「ベ
ースアップ評価料特設ページ」からご確認ください。
〇�メールアドレスを持っていないなど、やむを得ない場合は書面での提出も可能です。
〇�８月31日（月）までに報告をお願いいたします（ただし、郵送で提出される場合は8月31日（月）必着となりますので、
ご注意ください）。

〒113－8621 東京都文京区本駒込2－28－16
電話 03－3946－2121（代）
FAX 03－3946－6295
E-mail wwwinfo@po.med.or.jp
https://www.med.or.jp/

発
行
所

毎月2回　5日・20日発行　定価　2,400円／年（郵税共）No. 15552026. 8. 5

●	役員紹介（副会長）	
	 … ………………… 3面
●	�令和6・7年度会内	
委員会答申・報告書	
… ………………… 4面

●	�重要なお知らせ	
A②（B）会員及びB会
員の皆様へ… …… 5面

ベースアップ評価料の８月報告
               に向けたご準備をお願いいたします！！

本紙２面には「賃金改善中間報告書」の作成例を掲載しております。
報告書の詳しい作成方法等については、以下のWEBサイト等をご参照ください。

● �厚労省ベースアップ評価料特設ページ�
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000188411_00053.html  

● �ベースアップ評価料の８月の報告に係る説明資料について 
日医発第 603 号（日本医師会メンバーズルーム）�
https://www.med.or.jp/japanese/members/iryo/r08kaitei/2026ho_603.pdf  

※�日本医師会ホームページ内のメンバーズルームに掲載しているため、日本医師会会員用アカウント（ユーザー名、�
パスワード）が必要となります。
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日 医 ニ ュ ー ス令和8年8月5日〔第3種郵便物認可〕 第1555号（2）

「賃金改善中間報告書」の作成例
この Excel ファイル全体についてですが、緑色の部分は自動入力さ
れます。

「８」を選択します。

（１）及び（２）は、令和８年度診療報酬改定後のベースアップ評
価料を６月と７月に算定した医療機関であれば、「令和８年６月～
令和８年７月」と入力し、「Ⅳ－１」には２カ月分の合計を入力し
ます。
※�ここでは６月と７月に算定した医療機関を例にしていますが、

令和８年７月から算定を開始した場合は、「令和８年７月～令和
８年７月」と入力し、「Ⅳ－１」には１カ月分を入力します。

基本的にはチェックは入れません。
（公立医療機関で賃金改善のために条例改正が必要な場合などにチ

ェックを入れます）

上記（２）で入力した期間中の初診料と再診料の回数を調べ、
　「初診料算定回数× 17 点」＋「再診料算定回数×４点」
で得た算定点数を、円に直した額をご入力ください。
　（例示は、令和８年６月と７月の算定回数の合計

初診料：200 回　再診料：1,000 回　で計算）
※注５の点数（初診時 23 点・再診時６点等）を算定している場合で 
　あっても、報告書においては初診時17点・再診時４点で計算します。

● �（ 10 ）から（ 14 ）は、「Ⅴ－２」～「Ⅴ－８」に入力した職種
ごとのベア等の合計が自動的に反映されるため、先に「Ⅴ－２」
～「Ⅴ－８」の入力をしてください。

「賃金改善中間報告書」においては０と入力することで差し支えあ
りません。

政府の賃上げ目標の数値に達していなくても問題ありません。

※（15）は１カ月分ではなく、令和８年６、７月分の合計額を入力します。
法定福利費の増加分について概算の場合、最大16.5％で計算できます。
概算で計算する場合は、（ 13 ）の値の 16.5％の２カ月分なので、
左の例の場合、31,760 × 0.165 × 2 ＝ 10,480.8　となります。

（Excelでは小数点以下を切り上げるため、10,481円と表示されます）
なお、時間外手当等の増加分については、概算の結果に加えて入
力する必要があります。

（ 17 ）は、令和８年６月における看護職員等の基本給等を全員分
合算した総額を入力します。

（ 18 ）は、令和８年５月（賃上げ開始が４月・５月の場合、令和
８年３月）における（ 17 ）の看護職員等の基本給等を全員分合算
した総額を入力します。
※�「令和７年度医療機関等における賃上げ・物価上昇に対する支援

事業」による賃上げ部分は含めません。
※いずれも総額が分かればよく、個人ごとの金額は不要です。

（例）�看護師２名分の令和８年５月の基本給等総額が 500,000 円、
令和８年６月の基本給等総額が 515,880 円であった場合、

（ 17 ）は 515,880 円、（ 18 ）は 500,000 円となります。

（ 21 ）については、令和８年６、７月に実際に賞与として支給さ
れた月数をご入力ください。月数ではなく、金額で支給している
場合は、「支給された賞与額÷基本給等」で計算した月数を入力し
てください。
なお、賞与の支給がなかった場合は「０」をご入力ください。

（ 22 ）については、令和７年６月～令和８年５月の期間における
賞与の支給月数をご入力ください。

●��「Ⅴ－４」～「Ⅴ－８」も同様にご入力ください。 
なお、対象職員がいない項目においても、入力できる箇所は「０」を入力。

当初の想定よりも患者数が多く、中間報告の時点では、ベースア
ップ評価料による収入を使い切れなかった場合などは「賃金改善
額充当不足」と表示されますが、その場合であっても、提出は可
能です。

「賃金改善中間報告書」にチェックを入れます。

「病院及び診療所」にチェックを入れます。

最後に「日付」と「開設者名」を入力することで、作成は終了です。

ベースアップ評価料のみ算定している場合、チェックはしません。
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①オーストラリアのゴールドコーストにあるプライベート病院。1998年に院内旅行にてオーストラリアを訪れ、当時は我が国に存
在しなかった、大きなプールにおいて若者から高齢者まで器具を用いてリハビリテーションを行っていた風景を見た時。
②『社会的共通資本』（宇沢弘文著）。この著書には医療や教育などは、人々の豊かな生活を支える社会の基盤であり、市場原理だけ
に任せず、社会全体で適切に維持・管理すべきものであると述べられています。この「医療は社会的共通資本である」といったフ
レーズが、今の私の医師会活動の根幹にあるため。
③70歳代から慢性関節リウマチや糖尿病、高血圧症の治療を始められた女性患者さん。長年教育の現場や行政で活躍され、80歳に
なっても政治や医療に高い関心を持ち続けておられました。ご自身の病気にも知的好奇心を持って前向きに向き合う姿は、教壇に
立たれていた頃の情熱そのものでした。その後、脳梗

こうそく

塞を患いながらも「医療も教育も社会の根幹ね」と、まさに宇沢弘文先生と
同じことを常々仰っておられました。彼女の言葉は疲れた私をいつも心から励ましてくれるものであり、90歳を超えた今でもお
元気に過ごされております。彼女の言葉を胸に、これからも医療をしっかり守ってまいります。
④6月の日本医師会定例代議員会において3期目の副会長に選任・選定をいただき、深く感謝申し上げます。初心に戻り身を引き締
めて会務に専念してまいります。国民の生命と健康を守るという医師会の使命を胸に、地域医療の充実、医療提供体制の強化、そ
して会員の皆様が安心・安全に医療に専念でき、患者さんが適切な医療を受けられる体制づくりに全力で取り組んでまいります。
松本吉郎会長を始めとした役員、全国の会員の皆様と共に力を合わせ、開かれた日本医師会を目指して誠心誠意努めてまいります
ので、今後ともご指導、ご支援を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

①ドロミテ渓谷（イタリアとオーストリアとの国境近くに広がる山脈）。まさしく、アルプスの少女ハイジの世界だったので。
②特にありません。本を読むことが嫌いでしたので。
③インオペ状態の延髄腫瘍で入院され、四肢麻痺からレスピレーター管理となり、4カ月後に亡くなられた患者さんです。決して取
り乱すことなく、ご自身の状況を受け入れ、初期研修医であったこともあり、全く無力であった私たちに対する穏やかで、感謝の
気持ちのこもったまなざしが今でも忘れられません。医学のおごり、優しさ、死への向き合い方等々、多くを学ばせていただいた
という意味では、感謝しかありません。
④この度、6月の日本医師会定例代議員会にて日本医師会副会長に選任・選定いただきましたことに改めまして感謝申し上げます。
4期8年務めました常任理事としての経験を踏まえ、茂松・池端両副会長、常任理事の先生方と共に松本執行部を少しでもお支え
できるよう頑張りますので、何とぞよろしくお願いいたします。
　国民の生命と健康を守り、その役を担う医療機関がしっかり機能できる医療政策を実現するためには、医療界の団結が必須です。
医療界の力を削ぐ最も効果的な方法が分割統治ですので、各団体がバラバラに主張することなく一致団結をお願いいたします。

①イタリア（ベネチア）。家族水入らずで初めて訪れた水の都の美しさに感動。

②『学問のすすめ』（福沢諭吉著）。母校の創立者でもあり、「実学」の精神は今も私の人生の指針。

③在宅で看取った重い遺伝子病の医療的ケア児は、私の地域医療の原点。母親の「この子は普通とちょっと違う個性をもって生まれ
ただけ。だからこそ家族と一緒に過ごす時間をもちたい。覚悟はできています。」という言葉は、今も心に深く刻まれています。

④この度、日本医師会副会長を拝命いたしました。これまで福井県医師会長として、また中医協委員や病院団体の立場から、地域医
療の現場と向き合ってまいりましたが、これからも地域で診療に携わる一人の医師としての視点を忘れず、会員の先生方の思いを
国の医療政策へしっかりと届けてまいります。厳しい時代だからこそ、医師会の結束と対話が重要です。皆様と力を合わせ、国民
と地域医療を守るため全力で取り組んでまいります。

①今まで訪れた中で一番感動した場所　②人生で最良の一冊と思われた本　③これまでで一番印象に残っている患者さんとのエピソード　④会員の先生方へ一言
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補
助
金
に
よ
る
統
一
さ
れ

た
電
子
カ
ル
テ
が
必
要
」「
シ

ス
テ
ム
の
費
用
が
高
額
で
経

営
を
圧
迫
し
て
い
る
」
「
マ

イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
の
ラ
イ
セ
ン

ス
費
用
が
１
・
５
～
２
倍
に

な
っ
て
い
る
」
「
Ｄ
Ｘ
加
算

や
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
で

と
て
も
賄
え
な
い
」
「
サ
イ

バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
も
必

要
」
な
ど
が
寄
せ
ら
れ
た
。

加
藤
山
口
県
医
師
会
長

は
、
ベ
ン
ダ
ー
の
囲
い
込
み

体
制
を
是
正
し
て
互
換
性
を

確
保
し
、
医
療
Ｄ
Ｘ
を
進
め

よ
う
と
す
る
医
療
機
関
が
経

営
危
機
に
陥
ら
な
い
制
度
が

必
要
で
あ
る
こ
と
を
強
調
。

国
が
推
奨
す
る
標
準
型
電
子

カ
ル
テ
を
、
希
望
す
る
全
て

の
医
療
機
関
に
配
布
す
る
こ

と
を
求
め
る
と
と
も
に
、
サ

イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対

策
も
国
が
責
任
を
持
つ
べ
き

だ
と
訴
え
た
。

長
島
常
任
理
事
は
、
「
医

療
Ｄ
Ｘ
は
、
安
心
・
安
全
で

よ
り
質
の
高
い
医
療
の
提
供

だ
け
で
な
く
、
医
療
現
場
の

費
用
・
業
務
負
担
の
軽
減
に

も
寄
与
す
る
も
の
で
あ
る
べ

き
」
と
の
見
解
を
強
調
。
医

療
機
関
の
厳
し
い
経
営
状
況

を
踏
ま
え
、
２
０
０
床
以
上

の
病
院
も
含
め
、
全
て
の
診

療
所
・
病
院
に
お
い
て
、
国

の
費
用
負
担
に
よ
り
整
備
を

進
め
る
べ
き
で
あ
る
と
し
、

本
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
て

引
き
続
き
国
に
対
し
て
補
助

金
や
診
療
報
酬
上
の
手
当
て

を
求
め
て
い
く
と
し
た
。

加
藤
智
栄
山
口
県
医
師
会

長
と
長
島
公
之
常
任
理
事

は
、
中
国
四
国
医
師
会
連
合

が
実
施
し
た
調
査
結
果
を
紹

介
し
、
多
額
の
費
用
で
経
営

を
圧
迫
す
る
電
子
カ
ル
テ
の

導
入
・
維
持
に
お
い
て
、
２

０
０
床
以
上
の
病
院
も
含

め
、
全
て
の
病
院
・
診
療
所

に
国
が
財
政
支
援
す
る
よ
う

求
め
た
。

ま
ず
、
加
藤
山
口
県
医
師

会
長
は
、
国
は
２
０
３
０
年

ま
で
に
診
療
所
と
２
０
０
床

未
満
の
病
院
に
標
準
型
電
子

カ
ル
テ
や
標
準
仕
様
の
低
価

格
ク
ラ
ウ
ド
型
電
子
カ
ル
テ

を
普
及
さ
せ
る
意
向
だ
が
、

自
力
で
取
り
組
ん
で
い
る
２

０
０
床
以
上
の
病
院
に
お
い

て
は
電
子
カ
ル
テ
の
導
入
や

維
持
で
多
額
の
費
用
が
掛
か
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課
題
」
と
し
て
は
、
「
依
然

と
し
て
長
時
間
労
働
が
続

き
、
人
手
不
足
は
深
刻
で
あ

る
」
「
育
児
休
暇
等
の
制
度

整
備
は
進
ん
だ
が
、
代
わ
り

に
働
く
側
の
負
担
が
大
き

い
」
な
ど
を
挙
げ
る
と
と
も

に
、
人
手
不
足
解
消
と
方
針

決
定
過
程
へ
の
女
性
の
参
画

に
向
け
た
推
進
策
と
し
て
、

「
チ
ー
ム
制
・
タ
ス
ク
シ
ェ

ア
・
タ
ス
ク
シ
フ
ト
の
推

進
」
「
評
価
シ
ス
テ
ム
の
是

正
」
な
ど
を
提
案
し
て
い
る
。

「
仕
事
と
家
庭
の
両
立
」

で
は
、
依
然
と
し
て
女
性
の

家
事
負
担
が
大
き
い
と
し
た

上
で
、
そ
の
解
決
策
と
し
て

「
家
事
を
し
た
い
男
性
が
仕

事
を
休
め
る
よ
う
、
ゆ
と
り

の
あ
る
働
き
方
」
「
家
事
は

単
純
な
等
分
で
は
な
く
、
外

部
サ
ー
ビ
ス
の
活
用
も
含

め
、
双
方
が
納
得
で
き
る
形

で
担
う
」
こ
と
な
ど
を
提
言

し
て
い
る
。

「
勤
務
環
境
・
支
援
体
制
」

と
し
て
は
、
女
性
専
用
設
備
、

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
応
、
病
児

保
育
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と

を
課
題
と
し
て
挙
げ
、
そ
の

対
応
策
と
し
て
、
「
女
性
専

用
設
備
の
充
実
」「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

Ｑ
に
関
す
る
も
の
を
含
む
ハ

令
和
６
・
７
年
度

 
会
内
委
員
会
答
申
・
報
告
書

（
全
文
は
日
本
医
師
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
メ
ン
バ
ー
ズ
ル
ー
ム
」
に
掲
載
）

■■■■■■■■

男
女
共
同
参
画
委
員
会
答
申

 

「
男
女
と
も
に
活
躍
で
き
る

医
療
界
を
目
指
し
て
」

■■■■■■■■

公
衆
衛
生
委
員
会
答
申

 

「
地
域
の
健
康
管
理
と

か
か
り
つ
け
医
機
能
」

■■■■■■■■

運
動
・
健
康
ス
ポ
ー
ツ
医
学
委
員
会
答
申

 

「
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た

   

運
動
・
ス
ポ
ー
ツ
の
重
要
性
の

普
及
に
つ
い
て
」

■■■■■■■■

医
療
Ｉ
Ｔ
委
員
会
答
申

 

「
医
療
Ｄ
Ｘ
を
現
場
で
活
用
す
る
た
め
の

医
師
会
の
役
割
」

ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
の
教

育
強
化
と
窓
口
設
置
」「
病
児

保
育
等
、
緊
急
時
の
保
育
の

拡
充
」
な
ど
を
挙
げ
て
い
る
。

「
新
専
門
医
制
度
」
で
は「
ラ

イ
フ
イ
ベ
ン
ト
へ
の
配
慮
不

足
」
や「
事
務
作
業
の
煩
雑
さ
」

が
、「
働
き
方
改
革
」
で
は
「
負

担
の
偏
り
」
や
「
働
き
た
い

医
師
が
働
け
な
い
」
と
い
っ

た
不
満
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た

こ
と
を
紹
介
。
こ
れ
ら
を
踏

ま
え
、
制
度
を
柔
軟
に
見
直

し
な
が
ら
運
用
し
て
い
く
必

要
性
を
指
摘
し
て
い
る
。

「
組
織
強
化
の
必
要
性
」

で
は
、
今
期
の
調
査
か
ら
明

ら
か
に
な
っ
た
課
題
の
根
底

に
は
人
手
不
足
が
あ
る
と

し
、
人
材
確
保
の
た
め
に
は

適
切
な
診
療
報
酬
を
確
保
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ

り
、
医
師
会
と
し
て
継
続
的

に
声
を
上
げ
て
い
く
こ
と
な

ど
を
求
め
て
い
る
。

ま
た
、
女
性
医
師
は
増
加

し
て
い
る
一
方
で
、
病
院
に

勤
務
し
て
い
る
女
性
医
師
の

医
師
会
加
入
率
が
低
下
傾
向

に
あ
る
と
し
、
医
師
会
の
役

割
と
存
在
意
義
を
伝
え
る
努

力
も
必
要
と
指
摘
し
て
い
る
。

男
女
共
同
参
画
委
員
会
は

会
長
諮
問
「
男
女
と
も
に
活

躍
で
き
る
医
療
界
を
目
指
し

て
」
に
対
す
る
答
申
を
取
り

ま
と
め
、
担
当
の
松
岡
か
お

り
常
任
理
事
ら
の
同
席
の

下
、
小
泉
ひ
ろ
み
委
員
長
（
秋

田
県
医
師
会
長
）
か
ら
松
本

吉
郎
会
長
に
提
出
し
た
。

答
申
は
「
は
じ
め
に
」「
１
．

各
種
調
査
の
概
要
」
「
２
．

調
査
結
果
か
ら
見
え
た
課
題

と
対
応
策
」
「
お
わ
り
に
」

か
ら
成
っ
て
い
る
。

「
１
．
各
種
調
査
の
概
要
」

で
は
、
委
員
会
で
実
施
し
た

四
つ
の
調
査
の
結
果
概
要
が

紹
介
さ
れ
て
い
る
。

「
２
．
調
査
結
果
か
ら
見

え
た
課
題
と
対
応
策
」
で
は
、

課
題
を
５
項
目
に
分
け
る
と

と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
対
応

策
を
提
示
し
て
い
る
。

「
勤
務
実
態
か
ら
見
え
た

公
衆
衛
生
委
員
会
は
会
長

諮
問
に
対
す
る
答
申
を
取
り

ま
と
め
、
担
当
（
当
時
）
の
佐

原
博
之
常
任
理
事
同
席
の

下
、
伊
在
井
み
ど
り
委
員
長

（
岐
阜
県
医
師
会
長
）
か
ら

松
本
吉
郎
会
長
に
提
出
し
た
。

答

申

は
「
緒

言
」
「
Ⅰ　

か
か
り
つ
け
医
機
能
に
つ
い

て
」
「
Ⅱ　

健
康
医
療
情
報

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等
に
つ
い

て
」
「
Ⅲ　

地
域
の
健
康
管

理
と
か
か
り
つ
け
医
機
能
」

「
結
言
」
で
構
成
さ
れ
て
い

る
。Ⅰ

で
は
、
「
か
か
り
つ
け

医
」
と
「
か
か
り
つ
け
医
機

能
」
の
定
義
に
つ
い
て
概
説
。

ま
ず
は
定
義
を
し
っ
か
り
と

示
す
こ
と
で
、
そ
の
後
の
「
地

域
の
健
康
管
理
」
へ
と
つ
な

げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て

い
る
。

ま
た
、
諸
外
国
の
か
か
り

つ
け
医
制
度
と
し
て
、
イ
ギ

リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ

の
例
を
紹
介
。
海
外
の
制
度

を
踏
ま
え
、
我
が
国
で
か
か

り
つ
け
医
を
制
度
化
し
よ
う

と
の
考
え
に
は
丁
寧
に
反
論

す
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
い

る
。Ⅱ

で
は
、
「
健
康
医
療
情

報
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等
」
と

し
て
、
「
全
国
医
療
情
報
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
・
地
域
医

療
情
報
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
活
用
」
「
健
診
標
準
フ
ォ

ー
マ
ッ
ト
Ｈ
Ａ
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｓ
の

取
り
組
み
」
な
ど
に
つ
い
て

言
及
。
医
療
情
報
を
共
有
す

る
必
要
性
や
、
生
涯
保
健
事

業
の
体
系
化
に
伴
う
健
診
デ

ー
タ
標
準
化
の
必
要
性
、
健

診
標
準
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
の
開

発
や
Ｈ
Ａ
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｓ
の
取
り

組
み
、
将
来
展
望
、
そ
し
て
、

次
世
代
医
療
基
盤
法
と
Ｊ
─

Ｍ
Ｉ
Ｍ
Ｏ
の
制
度
的
意
義
や

日
本
医
師
会
の
基
本
姿
勢
に

つ
い
て
ま
と
め
て
い
る
。

Ⅲ
で
は
、
「
地
域
の
健
康

管
理
と
は
（
都
市
部
と
地
方

の
違
い
も
含
む
）
」
を
始
め

と
す
る
９
項
目
の
現
状
や
課

題
な
ど
を
説
明
。
そ
の
中
で

は
「
健
康
管
理
に
当
た
っ
て

は
都
市
部
と
地
方
、
そ
れ
ぞ

れ
の
特
性
に
応
じ
た
ア
プ
ロ

ー
チ
」
「
地
域
包
括
ケ
ア
の

仕
組
み
を
整
え
、
支
援
し
、

そ
の
成
果
を
評
価
し
、
政
策

改
善
に
つ
な
げ
て
い
く
体
制

整
備
」
「
予
防
接
種
の
デ
ジ

タ
ル
化
や
マ
イ
ナ
保
険
証
で

の
情
報
閲
覧
に
よ
り
、
生
活

習
慣
改
善
や
重
症
化
予
防
に

つ
な
げ
る
こ
と
」
「
学
校
医
、

産
業
医
の
人
材
不
足
の
解
決

と
、
こ
れ
を
補
完
す
る
ヘ
ル

ス
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
」
「
公

衆
衛
生
上
、
健
康
医
療
情
報

を
二
次
利
用
す
る
際
の
住
民

の
理
解
と
協
力
」
「
予
防
か

ら
慢
性
疾
患
・
在
宅
・
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
ま
で
を
含
む
総

合
対
応
を
評
価
し
、
地
域
医

療
構
想
会
議
の
場
や
診
療
報

酬
改
定
に
反
映
す
る
こ
と
」

な
ど
が
重
要
に
な
る
と
し
て

い
る
。

運
動
・
健
康
ス
ポ
ー
ツ
医

学
委
員
会
は
会
長
諮
問
「
ラ

イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
運

動
・
ス
ポ
ー
ツ
の
重
要
性
の

普
及
に
つ
い
て
」
に
対
す
る

答
申
を
取
り
ま
と
め
、
担
当

（
当
時
）
の
長
島
公
之
常
任

理
事
同
席
の
下
、
津
下
一
代

委
員
長
（
日
本
栄
養
大
学
教

授
）
か
ら
松
本
吉
郎
会
長
に

提
出
し
た
。

答
申
は
「
１
．
は
じ
め
に
」

「
２
．
会
長
諮
問
『
ラ
イ
フ

ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
運
動
・

ス
ポ
ー
ツ
の
重
要
性
の
普

及
』
を
受
け
た
検
討
経
緯
」

「
３
．
厚
生
労
働
省
な
ら
び

に
ス
ポ
ー
ツ
庁
の
健
康
施
策

に
関
す
る
動
向
」「
４
．『
生

活
習
慣
病
管
理
料
療
養
計
画

書
作
成
補
助
資
料
』
作
成
」

「
５
．
『
学
校
医
向
け
資
料
』

作
成
」
「
６
．
『
産
業
医
向
け

資
料
』
作
成
」
「
７
．
ま
と

め
と
提
言
」「
８
．あ
と
が
き
」

で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

巻
末
に
は
、
今
期
の
委
員

会
の
下
に
三
つ
の
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
を
設
け
て
検
討

し
た
結
果
を
踏
ま
え
て
作
成

し
た
、
①
「
生
活
習
慣
病
管

理
料
療
養
計
画
書
作
成
補
助

資
料
」
（
医
師
が
よ
り
充
実

し
た
指
導
を
行
う
た
め
の
一

助
と
な
る
資
料
）
②
「
学
校

医
向
け
資
料
」
（
運
動
・
ス

ポ
ー
ツ
を
「
し
て
い
る
」
子

ど
も
と
「
し
て
い
な
い
」
子

ど
も
の
二
つ
に
分
け
て
指
導

で
き
る
資
料
）
③
「
産
業
医

向
け
資
料
」
（
産
業
医
の
ア

プ
ロ
ー
チ
内
容
も
多
様
化

し
、
高
年
齢
労
働
者
も
増
え

て
き
て
い
る
現
状
も
踏
ま

え
、
労
働
災
害
防
止
の
観
点

も
入
れ
た
資
料
）

─
を
掲

載
し
て
い
る
。

「
７
．
ま
と
め
と
提
言
」

の
中
で
は
、
巻
末
の
三
つ
の

資
料
を
作
成
す
る
に
当
た
っ

て
出
さ
れ
た
意
見
を
基
に
、

療
養
計
画
書
の
狙
い
で
も
あ

る
「
質
の
高
い
疾
病
管
理
」

「
多
職
種
連
携
に
よ
る
具
体

的
な
指
導
」
を
実
現
す
る
た

め
の
提
言
や
、
子
ど
も
の
運

動
・
ス
ポ
ー
ツ
実
施
に
向
け

た
提
言
、
働
く
人
の
運
動
・

ス
ポ
ー
ツ
実
施
に
向
け
た
提

言
を
明
示
し
て
い
る
。

ま
た
、
今
後
検
討
す
べ
き

対
象
者
と
し
て
女
性
、
障
害

者
、
外
国
人
労
働
者
を
挙
げ

る
と
と
も
に
、
避
難
所
や
仮

設
住
宅
な
ど
で
も
ロ
コ
モ
度

テ
ス
ト
や
運
動
を
実
施
で
き

る
よ
う
に
す
る
た
め
の
仕
組

み
、
夏
季
に
も
安
心
し
て
運

動
で
き
る
環
境
づ
く
り
な
ど

が
求
め
ら
れ
る
と
し
て
い
る
。

医
療
Ｉ
Ｔ
委
員
会
は
会
長

諮
問
「
医
療
Ｄ
Ｘ
を
現
場
で

活
用
す
る
た
め
の
医
師
会
の

役
割
」
に
対
す
る
答
申
を
取

り
ま
と
め
、
担
当
の
長
島
公

之
常
任
理
事
ら
の
同
席
の

下
、
金
澤
知
徳
委
員
長
（
熊
本

県
医
師
会
副
会
長
）
か
ら
松

本
吉
郎
会
長
に
提
出
し
た
。

答
申
は
（
１
）
総
論
（
は

じ
め
に
）、（
２
）
各
論
、（
３
）

提
言

─
で
構
成
さ
れ
て
い

る
。

（
１
）
で
は
、
医
療
Ｄ
Ｘ

を
単
な
る
デ
ジ
タ
ル
化
で
は

な
く
、
医
療
の
質
向
上
と
効

率
化
を
同
時
に
実
現
す
る
社

会
変
革
と
定
義
。
構
想
か
ら

実
装
の
段
階
に
移
行
し
つ
つ

あ
る
と
し
た
上
で
、
推
進
さ

れ
る
背
景
に
は
「
少
子
高
齢

化
」
「
医
師
偏
在
・
地
域
格

差
」
「
災
害
・
感
染
症
対
応

の
必
要
性
の
高
ま
り
」
が
同

時
に
進
行
し
て
い
る
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
る
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
医
療
Ｄ
Ｘ
の
実
践

の
場
と
な
る
医
療
現
場
に
関

し
て
は
、「
診
療
所
、
病
院
、

在
宅
医
療
、
救
急
医
療
、
災

害
・
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
対
応
時

の
避
難
所
、
介
護
施
設
な
ど

多
様
な
医
療
提
供
を
行
う

場
」
と
定
義
。
医
療
Ｄ
Ｘ
の

目
的
は
「
医
療
の
質
・
安
全

性
向
上
」
「
医
療
従
事
者
の

負
担
軽
減
」
と
整
理
し
、
医

療
現
場
に
混
乱
を
来
さ
な
い

よ
う
、拙
速
な
導
入
を
避
け
、

慎
重
に
進
め
る
べ
き
と
い
う

日
本
医
師
会
の
基
本
姿
勢
を

明
示
。
全
国
の
地
域
の
実
情

を
把
握
で
き
る
日
本
医
師
会

が
医
療
Ｄ
Ｘ
を
主
導
し
、
本

答
申
を
「
現
場
の
実
践
書
」

と
す
る
よ
う
求
め
て
い
る
。

（
２
）
で
は
、
医
療
Ｄ
Ｘ

の
施
策
と
現
場
の
ギ
ャ
ッ
プ

に
つ
い
て
整
理
し
た
上
で
、

各
委
員
が
各
地
の
具
体
的
な

活
動
・
取
り
組
み
を
紹
介
し

て
い
る
。

（
３
）
で
は
、
医
療
Ｄ
Ｘ

の
推
進
に
当
た
り
、
日
本
医

師
会
は
単
な
る
情
報
提
供
者

で
は
な
く
、
現
場
実
装
を
支

え
る
「
調
整
者
」「
評
価
者
」

と
し
て
の
役
割
を
担
う
必
要

が
あ
る
と
し
つ
つ
、
三
層
構

造
か
ら
成
る
医
師
会
組
織
が

そ
れ
ぞ
れ
担
う
役
割
に
つ
い

て
提
言
。
こ
の
三
層
の
連
携

に
よ
り
、
制
度
と
現
場
の
ギ

ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
今
後
の
展
望
及
び

中
長
期
的
ビ
ジ
ョ
ン
に
関
す

る
答
申
の
基
本
的
方
向
性
に

つ
い
て
は
、
「
医
療
Ｄ
Ｘ
は

義
務
で
は
な
く
、
現
場
の
実

情
に
応
じ
た
段
階
的
普
及
と

す
る
こ
と
」
「
中
長
期
的
に

は
、
全
国
医
療
情
報
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
と
地
域
医
療
情

報
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、

競
合
で
は
な
く
相
互
補
完
の

関
係
と
な
る
べ
き
」
な
ど
と

整
理
し
て
い
る
。

日
本
医
師
会
に
対
し
て

は
、
「
標
準
型
電
子
カ
ル
テ

等
に
関
す
る
正
確
な
情
報
提

供
の
強
化
」
「
Ｄ
Ｘ
運
用
費

用
支
援
の
強
化
」
等
、
９
項

目
を
実
現
す
る
よ
う
具
体
的

に
提
言
し
て
い
る
。

ま
た
、締
め
く
く
り
に
は
、

日
本
医
師
会
が
「
制
度
と
実

装
の
ギ
ャ
ッ
プ
」
を
埋
め
る

役
割
を
担
い
、
医
療
Ｄ
Ｘ
の

導
入
・
費
用
に
お
け
る
現
場

の
負
担
を
軽
減
し
、
導
入
を

希
望
す
る
全
て
の
医
療
機
関

が
無
理
な
く
医
療
Ｄ
Ｘ
を
実

装
で
き
る
よ
う
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
を
発
揮
す
る
こ
と
に
期

待
感
を
示
す
と
と
も
に
、
日

本
医
師
会
は
医
療
Ｄ
Ｘ
の

「
推
進
者
」
で
あ
る
と
同
時

に
「
現
場
を
守
る
調
整
者
」

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
強

調
し
て
い
る
。

日
　

本
　

医
　

師
　

会

ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン

総
務
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
１
／
03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
７
・
人
事
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
３
・
施
設
課 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
２
７
・
国
際
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
９
・
医
療
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
０
・
介
護
保
険
課 
03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
１
・
広
報
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
３
・
情
報
シ
ス
テ
ム
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
５

（
会
員
情
報
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
２
／
電
子
認
証
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
５
０
）・
地
域
医
療
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
７
・
医
療
技
術
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
８
・
日
本
准
看
護
師
推
進
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
７
６
・
医
事
法
・
医
療
安
全
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
４
／
03
―
３
９
４
２
―
６
５
０
６
・
医
賠
責
対
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
６

経
理
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
６
・
医
業
経
営
支
援
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
９
・
年
金
福
祉
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
７
・
生
涯
教
育
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
９
・
編
集
企
画
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
８
・
日
本
医
学
会 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
４
０
・
総
合
医
療
政
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
４
・
健
康
医
療
第
一
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
８

健
康
医
療
第
二
課 

03
―
３
９
４
２
―
８
１
８
１
・
健
康
医
療
第
三
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
５
０
・
医
学
図
書
館 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
２
・
日
本
医
師
会
ド
ク
タ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
０
／
日
本
医
師
会
ド
ク
タ
ー
バ
ン
ク 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
２
・
日
医
総
研 
03
―
３
９
４
２
―
７
２
１
５
（
日
本
医
師
連
盟 

03
―
３
９
４
７
―
７
８
１
５
・
防
災
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
６
）
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ることといたしました（会員区分は、MAMISにログインし、マイページ TOPの「登録情報」
からご確認いただけます）。
　そのため、これまでどおり「紙の定期刊行物（郵送）」での受け取りを希望される方は、
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※なお、A①会員の皆様におかれましては、お手続きは不要となります。
辞退者を除き、従来どおり紙の定期刊行物を送付いたします。

●本件に関する問い合わせ先
　会員情報室　　03─3946 ─2121（代）、　 jmamem@po.med.or.jp

●MAMISのログイン方法
　医師会会員情報システム MAMIS のログインはこちら
　https://mamis.med.or.jp/login

※MAMIS のログイン方法や操作がご不明な場合、MAMIS運営事務局へ
お問い合わせください。
●MAMIS運営事務局
　　 0120 ─110 ─030  
　　  ※受付時間10:00 ～ 18:00（土・日・祝日を除く平日）
　　 inquiry@mamis.med.or.jp

A②（B）会員及びB会員の皆様へ重要なお知らせ

日
本
医
師
会
で
は
、
若
手

医
師
の
医
師
会
活
動
へ
の
参

画
支
援
の
取
り
組
み
と
し

て
、
昨
年
度
よ
り
世
界
医
師

会
（
Ｗ
Ｍ
Ａ
）
理
事
会
・
総

会
に
併
せ
て
開
催
さ
れ
る
医

学
部
卒
後
10
年
以
内
の
医
師

を
対
象
と
し
た
会
議
に
、
若

手
会
員
（
医
学
部
卒
後
10
年

以
内
の
日
本
医
師
会
員
）
を

派
遣
し
て
い
ま
す
。

派
遣
に
当
た
っ
て
は
全
国

か
ら
幅
広
く
派
遣
者
を
募
る

た
め
、
全
国
六
つ
の
地
域
ブ
ロ

ッ
ク
に
対
し
、
順
に
推
薦
へ
の

協
力
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

２
０
２
６
年
度
は
、
北
海

道
及
び
中
国
四
国
ブ
ロ
ッ
ク

の
ご
協
力
の
下
、
４
月
に
セ

ル
ビ
ア
で
開
催
さ
れ
た
Ｗ
Ｍ

Ａ
ベ
オ
グ
ラ
ー
ド
理
事
会
に

併
せ
て
開
催
さ
れ
た
若
手
医

師
（
Ｗ
Ｍ
Ａ
ジ
ュ
ニ
ア
ド
ク

タ
ー
ズ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
：
Ｗ

Ｍ
Ａ
─

Ｊ
Ｄ
Ｎ
）
の
会
議
に
、

北
海
道
及
び
鳥
取
県
医
師
会

の
２
名
の
若
手
会
員
を
派
遣

し
ま
し
た
。

手
稲
渓
仁
会
病
院�

�

渡
辺
梨
花（
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
推
薦
）

Ｗ
Ｍ
Ａ
─

Ｊ
Ｄ
Ｎ
の
会
議

に
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
ジ

ア
、
南
米
、
ア
フ
リ
カ
な
ど
、

各
国
か
ら
若
手
医
師
が
参
加

し
、
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
ヘ

ル
ス
・
カ
バ
レ
ッ
ジ
（
Ｕ
Ｈ

Ｃ
）
に
向
け
た
グ
ロ
ー
バ
ル

ア
ク
シ
ョ
ン
」
を
テ
ー
マ
に

議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
議
で
は
、
公
衆
衛
生
、

医
療
人
材
育
成
、
若
手
医
師

の
役
割
等
に
つ
い
て
意
見
交

換
が
行
わ
れ
、
各
国
が
抱
え

る
問
題
と
し
て
、
飲
酒
規
制

へ
の
取
り
組
み
、
医
療
従
事

者
の
燃
え
尽
き
症
候
群
、
医

療
ア
ク
セ
ス
格
差
な
ど
が
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
に
つ
い
て
は
、
国
民

皆
保
険
制
度
や
高
額
療
養
費

制
度
に
よ
り
Ｕ
Ｈ
Ｃ
が
実
現

し
て
い
る
一
方
で
、
高
齢
化

に
よ
る
医
療
費
増
大
や
医

療
・
福
祉
分
野
の
人
材
不
足

と
い
っ
た
課
題
が
あ
る
こ
と

を
共
有
し
ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
セ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、
「
プ
ラ
ネ
タ
リ
ー
ヘ
ル

ス
」
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
に
参
加
し
、
気
候
変
動
や

大
気
汚
染
に
よ
る
健
康
被
害

に
つ
い
て
議
論
し
ま
し
た
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
熱
波
に

よ
る
健
康
被
害
が
報
告
さ
れ

て
お
り
、
感
染
症
対
策
や
環

境
問
題
に
は
医
療
分
野
だ
け

で
な
く
、
多
分
野
の
専
門
家

と
の
連
携
が
重
要
で
あ
る
こ

と
が
共
有
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
会
議
を
通
じ
、
医

療
は
疾
病
対
策
だ
け
で
な

く
、
労
働
環
境
や
地
球
環
境

を
含
む
幅
広
い
課
題
と
関
係

し
て
い
る
こ
と
を
学
び
、
国

境
を
越
え
た
情
報
共
有
と
協

力
の
重
要
性
を
改
め
て
実
感

し
ま
し
た
。

ま
た
、
日
々
の
臨
床
が
日

本
の
Ｕ
Ｈ
Ｃ
を
支
え
て
い
る

こ
と
を
実
感
す
る
と
と
も

に
、
臨
床
現
場
の
視
点
に
加

え
、
「
医
療
人
」
と
し
て
世

界
的
な
視
点
か
ら
医
療
を
考

え
る
重
要
性
を
再
認
識
し
ま

し
た
。

今
回
得
た
知
見
や
他
国
の

医
師
と
の
交
流
を
大
切
に

し
、
今
後
の
診
療
に
生
か
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
こ
の
よ
う
な
貴

重
な
機
会
を
与
え
て
く
だ
さ

っ
た
日
本
医
師
会
の
皆
様

に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

鳥
取
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
博
士
課
程
　

�

吉
川
侑
也（
中
国
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
推
薦
）

Ｗ
Ｍ
Ａ
─

Ｊ
Ｄ
Ｎ
は
卒
後

10
年
以
内
の
若
手
医
師
が
主

体
と
な
っ
て
お
り
、
よ
り
健

康
な
世
界
の
実
現
に
向
け

て
、
ア
ド
ボ
カ

シ
ー
や
教
育
、

国
際
協
力
を
通

し
て
若
手
医
師

が
協
働
し
て
い

く
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

今
回
は
「
Ｕ

Ｈ
Ｃ
に
向
け
た

グ
ロ
ー
バ
ル
ア

ク
シ
ョ
ン
」
を

テ
ー
マ
に
開
催

さ
れ
、
欧
州
を

中
心
に
ア
フ
リ

カ
や
ア
ジ
ア
な

ど
、

多

様

な

国
・
地
域
か
ら

若
手
医
師
が
集
ま
り
ま
し

た
。会

議
で
は
各
国
が
抱
え
る

課
題
の
多
様
性
が
際
立
っ
て

い
ま
し
た
。
地
理
的
制
約
か

ら
医
療
資
源
の
集
約
が
困
難

で
あ
っ
た
り
、
政
治
的
混
乱

に
よ
る
不
安
定
な
医
療
体
制

で
あ
っ
た
り
、
慢
性
的
な
医

師
不
足
に
も
か
か
わ
ら
ず
雇

用
が
進
ま
な
い
な
ど
の
各
国

の
現
状
が
共
有
さ
れ
、
先
進

国
で
も
専
門
医
受
診
に
長
い

待
機
期
間
が
必
要
で
、
そ
の

間
の
病
状
悪
化
が
問
題
と
な

っ
て
い
る
国
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
現
場
の
声
を
直

接
聞
く
中
で
、
日
本
の
医
療

制
度
が
患
者
に
と
っ
て
い
か

に
優
れ
て
い
る
か
を
再
認
識

す
る
と
同
時
に
、
各
国
の
状

況
が
あ
ま
り
に
異
な
る
中
で

解
決
策
を
見
い
だ
す
難
し
さ

も
痛
感
し
ま
し
た
。
そ
れ
で

も
議
論
を
積
み
重
ね
、
課
題

を
共
有
し
続
け
る
こ
と
自
体

に
意
義
が
あ
る
と
感
じ
ま
し

た
。ま

た
「
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
へ

の
備
え
」
の
分
科
会
に
参
加

し
ま
し
た
。
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
─

19
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
経
験
を

踏
ま
え
、
迅
速
な
ワ
ク
チ
ン

普
及
と
、
そ
の
前
提
と
な
る

市
民
へ
の
正
し
い
知
識
啓
発

の
重
要
性
を
共
有
し
ま
し
た
。

私
の
意
見
と
し
て
若
手
医

師
同
士
の
知
見
共
有
の
必
要

性
に
つ
い
て
も
述
べ
、
漸
次

増
加
す
る
人
々
の
グ
ロ
ー
バ

ル
な
移
動
と
地
球
温
暖
化
に

伴
う
衛
生
動
物
の
生
息
範
囲

の
変
化
に
よ
っ
て
、
従
来
輸

入
症
例
に
限
ら
れ
て
い
た
よ

う
な
感
染
症
の
エ
ン
デ
ミ
ッ

ク
が
予
想
さ
れ
る
中
で
、
若

手
医
師
同
士
の
知
見
共
有
と

い
う
点
に
Ｗ
Ｍ
Ａ
─

Ｊ
Ｄ
Ｎ

の
よ
う
な
国
際
的
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
新
た
な
意
義
が
見
い

だ
せ
る
と
話
し
ま
し
た
。

現
地
で
滞
在
中
は
各
国
の

医
師
た
ち
と
の
交
流
も
多
く

あ
り
、
時
間
の
許
す
限
り
語

り
合
い
ま
し
た
。
互
い
の
国

の
医
療
か
ら
互
い
の
出
自
に

至
る
ま
で
、
話
題
が
尽
き
る

こ
と
は
な
く
、
ま
た
同
世
代

の
彼
ら
の
歴
史
解
釈
や
民
族

観
な
ど
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
な
面

も
含
め
、
多
様
な
価
値
観
に

触
れ
る
貴
重
な
経
験
で
し
た
。

こ
の
た
び
は
、
こ
の
よ
う

な
貴
重
な
機
会
を
頂
き
、
日

本
医
師
会
に
深
く
感
謝
い
た

し
ま
す
。

世界医師会（WMA）ベオグラード理事会
                      若手医師の会議  参加報告

中央が渡辺先生、左から2人目が吉川先生

WMA-JDNの会議集合写真

日
　

本
　

医
　

師
　

会

ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン

総
務
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
１
／
03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
７
・
人
事
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
３
・
施
設
課 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
２
７
・
国
際
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
９
・
医
療
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
０
・
介
護
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
１
・
広
報
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
３
・
情
報
シ
ス
テ
ム
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
５

（
会
員
情
報
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
２
／
電
子
認
証
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
５
０
）・
地
域
医
療
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
７
・
医
療
技
術
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
８
・
日
本
准
看
護
師
推
進
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
７
６
・
医
事
法
・
医
療
安
全
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
４
／
03
―
３
９
４
２
―
６
５
０
６
・
医
賠
責
対
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
６

経
理
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
６
・
医
業
経
営
支
援
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
９
・
年
金
福
祉
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
７
・
生
涯
教
育
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
９
・
編
集
企
画
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
８
・
日
本
医
学
会 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
４
０
・
総
合
医
療
政
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
４
・
健
康
医
療
第
一
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
８

健
康
医
療
第
二
課 

03
―
３
９
４
２
―
８
１
８
１
・
健
康
医
療
第
三
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
５
０
・
医
学
図
書
館 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
２
・
日
本
医
師
会
ド
ク
タ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
０
／
日
本
医
師
会
ド
ク
タ
ー
バ
ン
ク 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
２
・
日
医
総
研 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
１
５
（
日
本
医
師
連
盟 

03
―
３
９
４
７
―
７
８
１
５
・
防
災
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
６
）
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日
本
医
師
・
従
業
員
支
部 

案
内

増
口
の
お
す
す
め

基
金
制
度
で
は
、
加
入
後

も
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
に
合
わ
せ

て
、
年
金
の
型
を
一
部
変
更

し
た
り
、
掛
金
額
を
増
額
（
増

口
）
し
た
り
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

現
在
、
基
金
の
掛
金
に
つ

い
て
は
、
上
限
額
の
月
額
６

万
８
０
０
０
円
（
年
額
で
は

81
万
６
０
０
０
円
）
ま
で
増

口
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

掛
金
は
税
制
上
、
全
額
社
会

保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
る

他
、
増
口
に
よ
り
将
来
の
年

金
額
も
増
え
ま
す
の
で
、
現

時
点
で
上
限
額
ま
で
余
裕
の

あ
る
加
入
者
の
方
は
、
増
口

を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

全
国
基
金
へ
の
移
行
後
、

年
金
の
支
給
期
間
が
一
定
期

間
に
確
定
し
て
い
る
「
確
定

年
金
制
度
」
の
取
り
扱
い
を

開
始
し
て
い
ま
す
が
、
特
に

確
定
年
金
は
比
較
的
少
な
い

掛
金
額
で
加
入
で
き
ま
す
の

で
、
旧
基
金
時
代
か
ら
の
加

入
者
で
、
上
限
額
ま
で
余
裕

の
あ
る
方
に
つ
い
て
は
、「
確

定
年
金
制
度
」
を
活
用
し
た

増
口
に
つ
い
て
も
ご
検
討
く

だ
さ
い
。

ま
た
、
50
歳
以
上
60
歳
未

満
の
方
で
あ
れ
ば
、
確
定
年

金
Ⅱ
型
（
年
金
支
給
期
間
65

歳
～
75
歳
）
に
１
口
（
月
額

掛
金
４
４
０
５
円
。
男
女
共

通
）
加
入
し
た
場
合
、
課
税

所
得
２
０
０
０
万
円
の
ケ
ー

ス
で
は
、
新
た
に
年
間
２
万

６
４
３
０
円
が
節
税
（
概
算
）

と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
基
金
事
務

局
（

０
１
２
０
─

７
０
０

６
５
０
）
ま
で
。
Ｗ
ｅ
ｂ
上

で
も
、
資
料
請
求
や
加
入
申

し
込
み
の
お
手
続
き
が
で
き

ま
す
。

国民向け動画
「正しく知って欲しい！　 発達障害」を制作

　日本医師会ではこのほど、一般の方々に発達障害に対する
理解を深めてもらうことを目的として、動画「正しく知って欲し
い！　発達障害」を制作し、7月9日に公式YouTubeチャンネ
ルで公開しました。
　動画では、40年以上も発達障害に携わってこられた鳥取県
立総合療育センター院長の小枝達也先生が「発達障害ではど
んな症状が現れるのか」「発達障害のある方と接する時にはどんなことに
配慮すればよいのか」などについて、分かりやすく説明しています。
　ぜひ、ご活用ください。
希望者には動画データを差し上げています
　なお、希望する会員の先生方には本動画のデータを差し上げています。

（1）所属機関、（2）氏名、（3）電話番号─を明記の上、タイトルを「発
達障害動画希望」として、下記までメールでお申し込みください。頂いたメ
ールアドレス宛てに動画のダウンロードURLをお送りします。
問い合わせ先：�日本医師会広報課�

03-3946-2121（代）　 kouhou@po.med.or.jp

動画は
こちらから

訂 正
　本紙第1554号に誤りがございました。お詫びするとともに訂正
いたします。

・�11面の「門脇日本医学会長がバンティング賞を受賞」の記事の
受賞講演のタイトル並びに文中の「真実」という表記

　正）�「 What is Type 2 Diabetes? A Long Journey to Seek an 
Elusive Truth（２型糖尿病とは何か？　真理への終わりな
き探求の旅）」

　正）次世代の科学者が２型糖尿病の真理を
　正）この病気の奥深い真理を明らかにすることを

・�12面の髙橋健太郎理事の「滋賀県出身」という表記
　正）大分県出身
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高
齢
者
の
生
活
に
は
キ
ョ

ウ
イ
ク
と
キ
ョ
ウ
ヨ
ウ
が
肝

要
と
さ
れ
る
。
今
日
行
く
所

と
今
日
の
用
事
と
い
う
こ
と

ら
し
い
。
高
齢
者
の
複
数
の

病
院
通
い
は
問
題
に
も
な
る

が
、
現
実
に
は
キ
ョ
ウ
イ
ク

と
キ
ョ
ウ
ヨ
ウ
に
貢
献
し
て

い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

そ
ん
な
あ
る
日
、
新
聞
の

隅
に
「
ミ
ス
タ
ー
富
士
山
」

実
川
欣
伸
氏
（
80
歳
）
の
富

士
山
登
頂
２
２
３
０
回
の
記

事
が
目
に
留
ま
っ
た
。
最
初

は
そ
ん
な
こ
と
が
で
き
る
の

か
と
思
っ
た
。
富
士
山
の
開

山
期
間
は
７
月
上
旬
か
ら
９

月
上
旬
の
年
間
60
日
ぐ
ら
い

だ
か
ら
で
あ
る
。
以
前
は
登

山
口
の
ゲ
ー
ト
も
固
く
な

く
、
登
頂
ま
で
３
時
間
、
下

山
に
１
時
間
半
と
い
う
抜
群

の
健
脚
あ
っ
て
の
偉
業
か
も

し
れ
な
い
。
初
登
頂
が
42
歳

で
、
そ
の
後
コ
ツ
コ
ツ
38
年

間
で
２
２
３
０
回
！
　

１
日

４
回
登
頂
や
、
75
日
間
連
続

１
日
２
回
登
頂
に
も
驚
く
。

そ
ん
な
こ
と
を
反は

ん
す
う芻

し
て

い
る
う
ち
に
、
一
般
的
に
男

性
は
用
事
や
行
く
所
が
毎
日

あ
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
、

長
期
間
に
わ
た
る
数
的
目
標

が
あ
れ
ば
も
っ
と
い
い
の
で

は
な
い
か
と
思
う
。
私
は
60

こ
の
寄
稿
が
出
る
頃
に
は

終
わ
っ
て
い
る
が
、
７
月
７

日
は
七
夕
の
日
で
あ
る
。
函

館
で
は
、
こ
の
日
、
子
ど
も

達
が
お
菓
子
を
も
ら
い
に
夕

方
頃
か
ら
街
に
出
る
。
サ
サ

飾
り
を
飾
っ
て
い
る
家
の
前

で
「
た
け
ー
に
た
ん
ざ
く
た

な
ば
た
ま
つ
り
、
お
お
い
に

い
わ
お
う
、
ろ
う
そ
く
い
っ

ぽ
ん
ち
ょ
う
だ
い
な
」
と
歌

っ
て
お
菓
子
を
も
ら
う
の

だ
。
私
は
、
こ
の
行
事
が
嫌

い
だ
。

私
が
子
ど
も
の
頃
は
、
こ

の
行
事
は
大
好
き
だ
っ
た
。

七
夕
の
夜
、
友
人
達
と
集
ま

っ
て
、
火
を
灯
し
た
提
灯
、

あ
る
い
は
空
き
缶
で
自
作
し

た
カ
ン
テ
ラ
を
持
っ
て
、

家
々
を
回
る
。
「
た
け
ー
に

た
ん
ざ
く
た
な
ば
た
ま
つ

り
、
お
ー
い
や
い
や
よ
、
ロ

ー
ソ
ク
い
っ
ぽ
ん
ち
ょ
う
だ

い
な
」
と
歌
う
と
、
家
人
が

出
て
き
て
蝋ろ

う
そ
く燭
を
く
れ
る
の

だ
。
本
当
に
蝋
燭
を
く
れ
る

の
だ
。
い
っ
ぽ
ん
と
言
う
け

ど
１
本
と
い
う
こ
と
は
な
く

２
～
３
本
、
時
に
は
５
本
く

れ
た
り
す
る
。
あ
り
が
と
う
、

と
言
っ
て
隣
の
家
に
向
か

う
。
２
～
３
回
く
ら
い
歌
っ

て
も
戸
が
開
か
な
け
れ
ば
隣

に
移
動
す
る
。
蝋
燭
も
ら
っ

て
何
が
う
れ
し
い
の
か
。
当

時
は
家
々
に
仏
壇
が
あ
っ

て
、
毎
日
灯
明
を
あ
げ
て
た

よ
う
な
家
で
は
蝋
燭
は
必
需

品
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、

う
ち
は
キ
リ
シ
タ
ン
で
、
仏

壇
用
の
蝋
燭
の
需
要
は
な
く

京
都
大
学
吉
田
寮
の
寮
祭

名
物
企
画「
ヒ
ッ
チ
レ
ー
ス
」

の
記
事
を
読
み
、
ヒ
ッ
チ
ハ

イ
ク
を
し
て
い
た
学
生
時
代

の
記
憶
が
よ
み
が
え
り
ま
し

た
。
目
隠
し
を
さ
れ
て
見
知

ら
ぬ
土
地
に
降
ろ
さ
れ
、
そ

こ
か
ら
ヒ
ッ
チ
ハ
イ
ク
で
寮

へ
の
帰
還
を
目
指
す

─
な

か
な
か
馬
鹿
な
こ
と
を
本
気

で
や
っ
て
い
る
。
そ
う
感
じ

る
と
同
時
に
「
若
さ
と
馬
鹿

さ
は
紙
一
重
だ
な
」
と
、
ど

こ
か
懐
か
し
い
気
持
ち
に
な

り
ま
し
た
。
も
っ
と
も
、
そ

の
言
葉
は
、
ま
ず
自
分
自
身

に
向
け
る
べ
き
も
の
で
す
。

実
は
私
自
身
、
45
年
前
、

56
日
掛
け
て
ヒ
ッ
チ
ハ
イ
ク

で
日
本
一
周
を
し
ま
し
た
。

所
持
金
は
６
万
円
。
ス
ケ
ッ

チ
ブ
ッ
ク
と
寝
袋
だ
け
を
持

歳
代
に
な
っ
て
か
ら
始
め
た

１
０
０
回
登
山
を
70
歳
の
時

に
無
事
に
終
え
て
、
現
在
満

75
歳
で
、
よ
う
や
く
１
８
２

回
登
山
に
ま
で
伸
ば
し
て
き

た
。
自
分
の
名
前
（
ふ
み
お
）

に
ち
な
ん
で
２
３
０
回
登
山

を
目
標
に
し
て
い
る
。

実
川
さ
ん
と
は
桁
違
い
の

少
な
い
数
字
で
あ
る
が
、
私

の
場
合
、
日
曜
祝
日
限
定
で
、

ゴ
ル
フ
や
当
番
医
、
所
用
、

さ
ら
に
雨
天
や
登
山
後
の
疲

れ
も
考
慮
す
る
と
、
年
間
10

～
15
回
ぐ
ら
い
し
か
登
れ
な

い
。
病
気
や
け
が
が
無
く
と

も
こ
の
ペ
ー
ス
で
は
残
る
48

回
登
山
達
成
に
は
５
年
は
掛

か
り
そ
う
で
あ
る
。
日
本
人

男
性
の
平
均
寿
命
は
81
歳
だ

か
ら
、
達
成
は
ギ
リ
ギ
リ
に

な
る
か
も
し
れ
な
い
。

	

（
一
部
省
略
）

蝋
燭
を
集
め
る
必
要
は
な
か

っ
た
。
そ
れ
で
も
、
夜
に
子

ど
も
達
だ
け
で
行
動
し
、
そ

れ
も
火
を
持
っ
て
（
提
灯
だ

が
）
、
そ
し
て
人
様
か
ら
蝋

燭
と
言
え
ど
も
も
の
を
頂

く
、
そ
の
こ
と
が
う
れ
し
く

て
楽
し
く
て
１
年
が
待
ち
遠

し
い
行
事
だ
っ
た
の
だ
。

そ
れ
が
な
ん
だ
、
今
は
。

親
が
付
い
て
て
、
サ
サ
飾
り

を
飾
っ
て
い
る
家
の
前
だ
け

で
歌
う
。
手
に
は
提
灯
な
ん

か
持
た
ず
収
穫
を
入
れ
る
大

き
な
袋
。
サ
サ
飾
り
を
飾
っ

て
い
な
い
家
で
は
歌
わ
な

い
、
歌
え
ば
必
ず
お
菓
子
が

も
ら
え
る
成
功
が
約
束
さ
れ

た
行
動
。
服
装
は
な
る
べ
く

男
の
子
は
甚
平
、
女
の
子
は

浴
衣
で
、
歌
は
ち
ゃ
ん
と
歌

い
ま
し
ょ
う
と
学
校
で
指
導

さ
れ
る
、
と
の
こ
と
。
お
ま

け
に
あ
そ
こ
の
地
域
は
実
入

り
が
良
い
か
ら
、
と
い
っ
た

情
報
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
仕
入
れ

て
、
遠
方
の
地
区
に
車
で
子

ど
も
を
連
れ
て
い
く
親
も
い

る
。
ま
る
で
ほ
い
ど
（
死
語
）

で
は
な
い
か
。
私
は
、
７
月

６
日
の
夜
に
雨
乞
い
の
踊
り

を
舞
う
く
ら
い
、
こ
の
行
事

が
嫌
い
だ
。

昨
年
の
６
月
、
妻
か
ら
７

月
７
日
に
お
菓
子
配
り
を
す

る
、
と
い
う
宣
言
が
あ
っ
た
。

妻
の
目
に
、
反
論
許
す
ま
じ
、

の
光
を
感
じ
取
っ
た
の
で
、

不
本
意
な
が
ら
も
参
加
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。
や
る
か
ら

に
は
形
か
ら
入
る
の
が
基

本
。
サ
サ
飾
り
は
、
本
物
の

サ
サ
を
秘
密
の
場
所
か
ら
切

り
出
し
て
用
意
し
、
折
り
紙

を
折
っ
て
、
切
っ
て
、
貼
っ

て
い
ろ
い
ろ
作
る
。
短
冊
に

も
願
い
事
を
書
く
、
「
診
療

報
酬
が
上
が
り
ま
す
よ
う

に
」
。
ど
こ
の
神
様
で
も
よ

い
か
ら
か
な
え
て
ほ
し
い
。

お
菓
子
は
何
を
ど
の
く
ら
い

用
意
す
れ
ば
良
い
の
か
な
。

何
せ
初
め
て
の
参
加
だ
か

ら
、
皆
目
見
当
が
つ
か
な
い
。

お
菓
子
は
妻
に
任
せ
る
。
蝋

燭
も
用
意
し
た
い
が
却
下
さ

れ
た
。
子
ど
も
達
が
浴
衣
で

来
る
の
な
ら
ば
こ
ち
ら
も
負

け
て
ら
れ
な
い
。
勝
ち
負
け

で
は
な
い
の
だ
が
、
勢
い
を

つ
け
な
い
と
参
加
す
る
マ
イ

ン
ド
が
高
ま
ら
な
い
。
こ
の

時
期
に
な
る
と
上
磯
イ
オ
ン

に
大
人
用
の
浴
衣
も
売
り
出

さ
れ
る
の
で
、
そ
れ
を
購
入

し
当
日
に
備
え
た
。

当
日
は
よ
く
晴
れ
た
。
私

も
浴
衣
に
袖
を
通
し
、
角
帯

を
締
め
る
。
出
来
合
い
の
貝

ノ
口
を
マ
ジ
ッ
ク
テ
ー
プ
で

留
め
る
、
な
ん
て
こ
と
は
し

な
い
。
博
多
帯
を
片
ば
さ
み

で
締
め
る
。
気
分
は
吉
右
衛

門
の
鬼
平
だ
が
、
着
て
い
る

浴
衣
が
ま
る
で
演
歌
歌
手
の

よ
う
な
派
手
な
も
の
だ
っ
た

の
で
、
ち
ょ
っ
と
、
い
や
、

か
な
り
恥
ず
か
し
い
。
自
慢

の
帯
の
結
び
目
は
、
正
面
視

で
は
見
せ
ら
れ
な
い
。
そ
れ

で
も
、
外
に
出
て
子
ど
も
達

を
待
っ
た
。

い
ざ
、
参
加
し
て
み
る
と
、

子
ど
も
達
は
来
て
く
れ
る
の

か
ど
う
か
心
配
に
な
る
。
来

て
く
れ
な
か
っ
た
ら
大
量
の

お
菓
子
は
ど
う
処
理
す
れ
ば

よ
い
の
か
、
全
て
私
が
処
理

す
れ
ば
、
血
糖
値
は
大
変
な

こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
、
な

ど
と
考
え
て
い
る
と
、
遠
く

か
ら
こ
ち
ら
の
サ
サ
飾
り
を

見
て
、
走
っ
て
く
る
子
ど
も

達
、
「
た
け
ー
に
た
ん
ざ
く

た
な
ば
た
ま
つ
り
、
お
お
い

に
い
わ
お
う
、
ろ
う
そ
く
い

っ
ぽ
ん
ち
ょ
う
だ
い
な
」、

子
ど
も
達
の
目
は
ほ
ん
と
う

に
輝
い
て
い
る
。
そ
の
子
の

持
っ
て
い
る
袋
に
お
菓
子
を

入
れ
る
と
、「
あ
り
が
と
う
」

と
礼
を
し
て
去
っ
て
い
く
。

あ
な
た
た
ち
は
50
年
前
の
私

だ
。
私
も
き
っ
と
、
同
じ
目

を
し
て
い
た
の
だ
。
頂
く
も

の
が
蝋
燭
か
お
菓
子
か
、
な

ん
て
こ
と
は
ど
う
で
も
よ
い

こ
と
で
、
大
人
達
は
、
こ
の

キ
ラ
キ
ラ
輝
い
て
い
る
子
ど

も
達
の
目
を
見
て
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
も
ら
う
の
だ
。
私
も

う
れ
し
い
気
持
ち
に
な
る
。

か
な
り
恥
ず
か
し
い
浴
衣
を

着
て
い
る
の
だ
が
、
一
人
の

男
の
子
が
「
浴
衣
、
か
っ
け

え
」
と
言
っ
て
く
れ
て
、
全

て
が
報
わ
れ
た
気
分
に
な
っ

た
。
大
人
だ
っ
て
褒
め
ら
れ

る
と
う
れ
し
い
。

用
意
し
た
お
菓
子
は
あ
っ

と
い
う
間
に
無
く
な
っ
た
。

も
う
一
つ
う
れ
し
い
こ
と

は
、お
向
か
い
の
家
の
人
が
、

わ
れ
ら
を
見
て
、
来
年
は
自

分
達
も
参
加
し
よ
う
、
と
言

っ
て
く
れ
た
こ
と
。
そ
う
、

み
ん
な
で
参
加
し
た
ほ
う
が

盛
り
上
が
る
に
決
ま
っ
て
い

る
。
た
だ
、
来
年
は
、
浴
衣

は
や
め
よ
う
と
思
う
。
と
い

う
の
も
、
わ
が
家
の
前
の
道

路
を
通
る
車
の
運
転
手
が
、

私
を
２
度
見
す
る
の
だ
。
お

そ
ら
く
、
大
人
が
浴
衣
を
着

て
い
る
の
を
１
度
見
、
か
な

り
派
手
な
浴
衣
だ
っ
た
の
で

２
度
見
、
な
の
だ
な
。
そ
の

時
は
確
実
に
脇
見
運
転
に
な

る
の
で
、
危
険
な
こ
と
こ
の

上
な
し
。
子
ど
も
達
が
い
っ

ぱ
い
街
に
出
て
い
る
の
で
、

危
険
な
こ
と
は
極
力
し
な
い

方
が
よ
い
。
私
の
七
夕
で
の

浴
衣
参
加
は
一
度
限
り
で
終

わ
っ
た
が
、
今
年
も
晴
れ
ま

す
よ
う
に
。
お
菓
子
は
昨
年

の
倍
く
ら
い
の
用
意
で
間
に

合
う
か
な
。

ち
、
道
路
脇
で
親
指
を
立
て

続
け
ま
し
た
。
乗
せ
て
く
れ

た
車
は
お
よ
そ
６
０
０
台
。

地
元
の
方
に
食
事
を
ご
ち
そ

う
に
な
り
、
漁
港
で
は
作
業

を
終
え
た
方
に
声
を
掛
け
ら

れ
、
倉
庫
の
片
隅
に
寝
袋
を

敷
か
せ
て
も
ら
っ
た
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。
寝
床
は
毎
日

違
い
ま
し
た
。
無
人
駅
の
ベ

ン
チ
、地
方
大
学
の
学
生
寮
、

公
園
の
片
隅
。
海
水
浴
場
で

は
更
衣
室
を
借
り
て
一
夜
を

過
ご
し
た
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
今
な
ら
眉
を
ひ
そ
め
ら

れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

当
時
は
ど
こ
か
お
お
ら
か
な

時
代
で
し
た
。
予
定
も
ゴ
ー

ル
も
決
め
て
い
な
か
っ
た
の

に
、
不
思
議
と
怖
さ
は
感
じ

ま
せ
ん
で
し
た
。
若
さ
と
馬

鹿
さ
の
勢
い
が
、
不
安
を
押

し
流
し
て
い
た
の
だ
と
思
い

ま
す
。

あ
れ
か
ら
月
日
が
流
れ
、

私
は
開
業
医
に
な
り
ま
し

た
。
今
で
は
、
親
指
を
立
て

る
場
面
と
い
え
ば
、
せ
い
ぜ

い
タ
ク
シ
ー
を
止
め
る
時
く

ら
い
に
な
り
ま
し
た
。
リ
ス

ク
を
避
け
、
効
率
を
重
ん
じ

る
日
々
の
中
で
、
あ
の
頃
の

無
茶
は
遠
い
過
去
に
な
り
ま

し
た
。

そ
れ
で
も
、
吉
田
寮
の
ヒ

ッ
チ
レ
ー
ス
の
記
事
を
読
ん

で
、
心
の
奥
に
残
っ
て
い
た

風
の
匂
い
が
少
し
だ
け
戻
っ

て
き
ま
し
た
。
若
さ
は
時
に

馬
鹿
さ
を
伴
う
。
け
れ
ど
、

そ
の
馬
鹿
さ
が
人
を
信
じ
る

力
に
な
り
、
人
生
の
ど
こ
か

で
支
え
に
な
る
こ
と
も
あ

る
。
そ
う
思
え
る
年
齢
に
な

っ
た
の
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

宮崎県
日州医事
第913号より

目
標

	

小
牧
　
文
雄

北海道
北海道医報
第1283号より

七
夕
に
想
う

	

田
中
　
慈
雄

新潟県
新潟県医師会報
NO.910より

ヒ
ッ
チ
レ
ー
ス
を
読
ん
で

思
い
出
し
た
夏

	

山
本
　
光
宏



日 医 ニ ュ ー ス 第1555号（8）令和8年8月5日〔第3種郵便物認可〕

令
和
8
年
度

 

第
57
回
全
国
学
校
保
健
・
学
校
医
大
会

◆
メ
イ
ン
テ
ー
マ
：「
君
は
、

君
の
ま
ま
で
い
い
～
多
様
性

の
時
代
に
生
き
る
子
ど
も
た

ち
～
」

◆
主
催
：
日
本
医
師
会

◆
担
当
：
愛
知
県
医
師
会

◆
日
時
：
11
月
21
日
（
土
）

午
前
10
時
～

◆
会
場
：
名
古
屋
マ
リ
オ
ッ

ト
ア
ソ
シ
ア
ホ
テ
ル
（
名
古

屋
市
中
村
区
名
駅
１
─
１
─

４　

052
─

５
８
４
─

１
１
１

１
）

◆
参
加
者
：
日
本
医
師
会
会

員
及
び
学
校
保
健
に
関
係
の

あ
る
専
門
職

◆
参
加
費
：
２
５
０
０
０
円

※
懇
親
会
の
み
に
参
加
さ
れ

る
同
伴
者
は
１
２
０
０
０
円

◆
申
込
方
法
：
大
会
公
式
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
事
前
参
加

登
録
」
ボ
タ
ン
よ
り
登
録
フ

ォ
ー
ム
を
開
き
、
必
要
事
項

を
ご
入
力
く
だ
さ
い
。申し込みは 

こちらから

◆
申
込
締
切
：
８
月
31
日

（
月
）
午
後
５
時

◆
主
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
：

●
分
科
会

書
籍
紹
介

　日本医師会ではこのほど、東映
株式会社のご厚意により、「ママが
もうこの世界にいなくても　私の
命の日記」〔2026年10月2日（金）
全国公開〕の映画鑑賞ペアチケッ
トを、抽選で100組200名様にプレ
ゼントすることといたしました。
　同映画は、人気バラエティ番組
で密着された様子が“涙が止まらな
い実話”として日本中に感動を呼ん
だ、遠藤和

のどか

さんがつづったベスト
セラー手記『ママがもうこの世界
にいなくても　私の命の日記』が
原作となっています。
　21歳という若さでステージⅣの大腸がんを宣告
された遠藤和さんが夫・将一さんを始め家族に支
えられながら力強く生き抜いた姿を描いた「愛の
実話」であり、主人公の和さんを川口春奈さんが、
その夫・将一さんを高杉真宙さんがそれぞれ演じています。
　希望される方は下記の方法に従い、ご応募ください。

応募締切：8月31日（月）午後11時59分まで
応募方法：
①�右掲の二次元コードを読み取り、日本医師会
LINE公式アカウントを友だち登録（登録済の方
はトーク画面に飛びます）
②�応募フォームより必要事項を記入
③�応募完了！
※�応募は一人1回（複数回の応募は無効）となりますのでご
注意願います。
※�当選の発表はチケットの発送をもって代えさせていただき
ます。
問い合わせ先：日本医師会広報課　  kouhou@po.med.or.jp

映画公式 
ホームページ

申込は 
こちらから

©遠藤和／小学館　 
©2026「ママがもうこの世界にいな
くても」製作委員会

①
か
ら
だ
・
こ
こ
ろ
（
１
）

②
か
ら
だ
・
こ
こ
ろ
（
２
）

③
か
ら
だ
・
こ
こ
ろ
（
３
）

④
耳
鼻
咽
喉
科　

⑤
眼
科

●
都
道
府
県
医
師
会
連
絡
会

議●
開
会
式
・
表
彰
式

●
次
期
当
番
県
医
師
会
長
あ

い
さ
つ

●
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

①
「
不
登
校
と
そ
の
背
景
」

（
吉
川
徹
愛
知
県
西
三
河
福
祉

相
談
セ
ン
タ
ー
児
童
専
門
監
）

②
「
多
様
な
『
性
』
を
生
き

る
子
ど
も
と
む
き
あ
う
～
情

報
社
会
で
、
い
ま
、
お
き
て

い
る
課
題
と
は
」
（
松
尾
か

ず
な
名
古
屋
大
学
大
学
院
医

学
系
研
究
科
泌
尿
器
科
学
教

室
助
教
）

③
「
限
局
性
学
習
症
と
学
校

不
安
に
伴
う
回
避
行
動
と
の

関
連
─
学
校
生
活
に
お
け
る

視
点
か
ら
」
（
上
村
治
社
会

福
祉
法
人
杏
嶺
会
一
宮
医
療

療
育
セ
ン
タ
ー
長
）

④
「
医
療
・
学
校
・
地
域
が

手
を
取
り
合
う
～
オ
ー
バ
ー

ド
ー
ズ
す
る
子
ど
も
へ
の
包

括
的
な
支
援
を
考
え
る
～
」

（
橋
村
孝
博
愛
知
県
薬
剤
師

会
会
計
理
事
）

⑤
「
子
ど
も
の
困
難
を
〝
ト

ラ
ウ
マ
〟
か
ら
読
み
解
く
：

学
校
医
が
担
う
ト
ラ
ウ
マ
イ

ン
フ
ォ
ー
ム
ド
ケ
ア
」
（
古

橋
功
一
藤
田
医
科
大
学
医
学

部
精
神
神
経
科
学
講
座
准
教

授
）

・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

●
特
別
講
演
（
鼎て

い
だ
ん談

）
：
「
苦

か
っ
た
り
甘
か
っ
た
り
！

人

生
と
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
！

～
失

敗
し
て
も
温
め
れ
ば
何
度
で

も
や
り
直
せ
る
！

～
」
（
夏

目
浩
次
Ｑ
Ｕ
Ｏ
Ｎ
チ
ョ
コ
レ

ー
ト
代
表
）

●
懇
親
会

◆
問
い
合
わ
せ
先
：
愛
知
県

医
師
会
（
大
会
事
務
局
）（

052
─

２
４
１
─

４
１
３
９
、

052
─

２
４
１
─

４
１
３
０
、

school57@aichi.med.

or.jp

）

大
規
模
災
害
時
に
日
本
医

師
会
が
都
道
府
県
医
師
会
の

協
力
の
下
、
被
災
地
に
派
遣

す
る
日
本
医
師
会
災
害
医
療

チ
ー
ム
（
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
）。
こ

の
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の
特
徴
で
あ
る

包
括
性
と
、
規
律
あ
る
組
織

体
制
や
活
動
の
両
立
を
実
現

す
る
た
め
に
は
、
初
め
て
災

害
対
応
を
す
る
方
に
も
、
そ

の
理
念
や
活
動
に
つ
い
て
理

解
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
簡

潔
に
ま
と
め
ら
れ
た
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。

本
書
は
そ
の
要
望
に
応
え

る
た
め
に
、
救
急
災
害
医
療

対
策
委
員
会
の
委
員
長
で
あ

る
山
口
芳
裕
国
際
医
療
福
祉

Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
活
動
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク

日
本
医
師
会
災
害
医
療
チ
ー
ム

〝
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
〟災
害
医
療
派
遣

日
本
医
師
会　

監
修

大
学
特
任
教
授
を
中
心
と
し

て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
、「
Ｈ

Ｑ
（H
e
a
d
q
u
a
r
t
e
r

）
」

「Scene

」「Skill

」「Appen-

dix

」
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

「
Ｈ
Ｑ
（Headquarter

）」

で
は
日
本
医
師
会
の
災
害
医

療
や
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の
基
本
理

念
、
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
活
動
の
前
提

と
な
る
チ
ー
ム
種
別
や
構

成
、
役
割
等
を
紹
介
。

「Scene

」
で
は
大
規
模
事

故
・
災
害
に
お
け
る
医
療
対

応
の
原
則
（
Ｃ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｔ

Ｔ
）
の
他
、
被
災
地
Ｊ
Ｍ
Ａ

Ｔ
、
支
援
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
に
求
め

ら
れ
る
も
の
な
ど
に
つ
い
て

解
説
し
て
い
る
。

「Skill

」
で
は
、
災
害
時

の
通
信
の
特
徴
や
課
題
に
加

え
て
、
災
害
時
の
ト
リ
ア
ー

ジ
、
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
業
務
、
止
血
法
や
感

染
症
対
応
、
死
体
検
案
に
つ

い
て
も
詳
細
に
触
れ
ら
れ
て

い
る
。

ま
た
「Appendix

」
で
は
、

Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
活
動
の
際
に
携
行

す
べ
き
資
器
材
や
医
薬
品
リ

ス
ト
が
紹
介
さ
れ
る
な
ど
、

Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
に
参
加
し
よ
う
と

す
る
医
療
関
係
者
に
と
っ
て

一
読
に
値
す
る
一
冊
と
な
っ

て
い
る
。

定
価　

２
６
４
０
円（
税
込
）

発
行　

へ
る
す
出
版

水
っ
て
す
ご
い！
（
１
）

人
と
地
球
の
健
康

水
の
パ
ワ
ー

日
本
医
師
会　
　
　

日
本
学
校
保
健
会　

監
修

Ｏ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ａ
ま
ん
が
ヘ

ル
シ
ー
文
庫
は
、
子
ど
も
た

ち
の
健
康
を
願
い
、
日
本
医

師
会
と
日
本
学
校
保
健
会
の

監
修
の
下
、
日
本
小
児
科
医

会
の
推
薦
を
受
け
て
大
塚
ホ

ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
（
株
）
が

社
会
貢
献
と
し
て
毎
年
１
巻

の
ペ
ー
ス
で
発
刊
し
、
全
国

全
て
の
小
学
校
に
寄
贈
さ
れ

て
い
る
も
の
で
あ
り
、
本
書

は
そ
の
最
新
巻
と
な
る
。

そ
の
中
で
は
、
人
間
の
体

内
に
お
け
る
水
の
役
割
や
水

分
摂
取
の
重
要
性
を
始
め
、

地
球
上
の
水
の
動
き
、
人
間

の
経
済
活
動
に
よ
る
水
へ
の

影
響
と
そ
の
対
策
な
ど
に
つ

い
て
、
６
名
の
漫
画
家
が
楽

し
く
分
か
り
や
す
い
形
で
オ

リ
ジ
ナ
ル
ス
ト
ー
リ
ー
の
漫

画
に
し
て
い
る
。

ま
た
、
各
章
の
ま
と
め
と

し
て
、
理
解
を
深
め
る
た
め

の
ク
イ
ズ
や
す
ご
ろ
く
の
ペ

ー
ジ
を
配
し
、
子
ど
も
た
ち

が
得
た
知
識
を
自
分
の
日
常

に
つ
な
げ
る
工
夫
な
ど
も
施

さ
れ
て
お
り
、
待
合
室
な
ど

に
置
い
て
活
用
で
き
る
一
冊

と
な
っ
て
い
る
。

※
入
手
ご
希
望
の
方
は
左
記

ま
で
ご
連
絡
願
い
ま
す
。

「
Ｏ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ａ
ま
ん
が
ヘ

ル
シ
ー
文
庫
」
事
務
局

03
─

５
８
１
７
─

８
０
９
９

03
─

６
４
３
５
─

３
３
８
２

〈
事
務
局
・
受
付
時
間
〉
平

日
：
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

healthy_comic@dank.

co.jp

「ママがもうこの世界にいなくても　 
 私の命の日記」の映画鑑賞ペアチケットを

100組200名様にプレゼント
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